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2018 年度 第２回 10 月  

京大本番レベル模試 
 

日本史・採点基準 

 

Ⅰ 古代，中・近世，近代の史料問題（１点×20＝20点） 

＊許容解など 

Ｃ 

 (20) 「治安警察法第 5条の改正」に加点。 
 

Ⅱ 原始～近代の総合問題（１点×20＝20点） 

＊許容解など 

 「最も適当な語句を記せ。」という指示が明示されているため，原則別解なし。 

 

Ⅲ Ａ旧石器時代と縄文時代 Ｂ中世の肖像画 Ｃ東京湾の防衛（１点×30＝30点） 

＊許容解など 

ア～ソは「最も適当な語句を記せ。」という指示が明示されているため，原則別解なし。 
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Ⅳ 奥州藤原氏，近現代の日ソ関係 

（15点×２＝30点） 

◆添削記号◆ 

京大本番レベル模試・日本史の採点では，次のような添削記号を用いています。 

１．＜□□□□＞ 加点要素 

２．□□□□ 表現に難あり 

３．□□
∨
□□ 文要素の欠落／脱字 

４．□□
×
□□ 誤字（略字を含む） 

５．□□□□× 内容に誤りあり 

６．｢□□□□」 設問要求に答えていない 
 

◆共通の基準◆ 
１．採点基準においては加点要素を，３点のものは太字・アミカケ☐☐で，２点のものは二重線□□

で，１点のものは下線□□で，それぞれ示している。採点に際しては常に前後の文脈に留意する

（◎で示した事項，（ ）内に示した事項に内容が反していないかを確認する。許容する事例や例

外的対応などについては※で示してある）。 
２．加点要素の要件を一部しか満たしていない箇所については，それぞれの配点未満の得点を与える。

（太字・アミカケ☐☐→２点以内，二重線□□→１点，下線□□→０点） 
３．歴史用語（赤字で表示）についての誤字，当て字，漢字で記すべき語句のひらがな・カタカナ表

記は，それが加点要素に直接関係する場合，１点減点。同一語句・文字がくりかえし誤っている

場合は，それぞれを減点の対象とするのではなく，まとめて１点減点とする。加点要素とは直接

関係しない箇所に誤字・当て字があった場合，減点しない。 
４．欄外に設問記号を記した答案や，句読点のはみだしなど字数がわずかに超過している答案は，本

番では無効答案になる可能性もある。しかし，受験生の学力を正確に測定するという観点から，

あまりにも明白に指定条件を無視している場合を除き，採点の対象とする。 
５．設問によっては加点要素の合計が配点を超えている場合がある。ただし，各問とも配点を満点と

してこれを超える得点は与えない。 
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(1) 奥州藤原氏 

◆加点要素の合計１８点→１５点満点◆ 
 
◎11世紀後半の戦乱① 

a 安倍氏の反乱である前九年合戦〔前九年の役〕 ………２点以内 

b 清原氏の協力で源頼義が平定した ………２点以内 

※「源頼義が平定した」「清原氏の協力で平定された」は1点 

 

◎11世紀後半の戦乱② 

※「11世紀後半の戦乱①」より以前のこととした場合は非加点 

c 清原氏の内紛である後三年合戦〔後三年の役〕 ………２点以内 

d 源義家の介入で藤原〔清原〕清衡が勝利した ………２点以内 

※「源義家が制圧した」「藤原〔清原〕清衡が勝利した」は1点 

 

◎奥州藤原氏の動向 

e 平泉を拠点とした ………１点以内 

f 藤原〔清原〕清衡が中尊寺を建てた ………２点以内 

※「中尊寺を建てた」は1点 

g 藤原基衡が毛越寺を建てた ………２点以内 

※「毛越寺を建てた」は1点 

h 藤原秀衡が無量光院を建てた ………２点以内 

※「無量光院を建てた」は1点 

 

◎奥州藤原氏の滅亡 

i 源頼朝が源義経をかくまったことを理由に藤原泰衡を滅ぼした ………３点以内 

※「源頼朝が藤原泰衡を滅ぼした」「源頼朝が源義経をかくまったことを理由に滅ぼした」 

「源義経をかくまったことを理由に藤原泰衡が滅ぼされた」は２点 

※「源頼朝が滅ぼした」「藤原泰衡の代で滅びた」「源義経をかくまったことを理由に滅ぼされた」は1点 
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(2) 近現代の日ソ関係 

◆加点要素の合計１８点→１５点満点◆ 
 
◎1920年代の日ソ関係 

a 加藤高明内閣が日ソ基本条約を結んで国交を樹立した ………３点以内 

※「加藤高明内閣が日ソ基本条約を結んだ〔国交を樹立した〕」「日ソ基本条約で国交を樹立した」「加藤高明内閣によっ

て北樺太から撤兵する代わりに同地の油田の開発権の半分を得た」は２点 

※「日ソ基本条約を結んだ」「1920 年代に国交を樹立した」「北樺太から撤兵する代わりに同地の油田の開発権の半分を

得た」は１点 

※日ソ中立条約，太平洋戦争，『講和会議』『共同宣言』のいずれかよりも以降の出来事（これらを示唆した表現も含む）

として表記した場合は非加点 

 

◎1940年代の日ソ関係 

b 第 2次近衛文麿内閣が日ソ中立条約を結んだ ………３点以内 

※「近衛文麿内閣が日ソ中立条約を結んだ」「第２次近衛内閣が日ソ中立条約を結んだ」は２点 

※「日ソ中立条約を結んだ」は１点 

c 太平洋戦争において鈴木貫太郎内閣のときに中立条約を破棄された 
〔宣戦布告された／戦争状態になった／国交が途絶えた〕 ………３点以内 

※「太平洋戦争において〔鈴木貫太郎内閣のときに〕中立条約を破棄された 

〔宣戦布告された／戦争状態になった／国交が途絶えた」は２点 

※「1940年代に中立条約を破棄された〔宣戦布告された／戦争状態になった／国交が途絶えた」は１点 

 
◎1950年代の講和会議 

※d～f：日ソ中立条約，太平洋戦争のいずれかより以前の出来事（これらを示唆した表現も含む）として表記した場合は非加点 

d サンフランシスコ講和会議 ………１点以内 

e 第３次吉田茂内閣のときに開かれた ………２点以内 

※「吉田茂内閣のときに開かれた」「第３次吉田内閣のときに開かれた」は１点 

f ソ連は（出席したが）サンフランシスコ平和条約に調印しなかった ………３点以内 

※「ソ連は（出席したが）平和条約〔講和条約〕に調印しなかった」は２点 

 
◎1950年代の講和会議後の日ソ関係 

g 鳩山一郎内閣が日ソ共同宣言で国交を回復した ………３点以内 

※「鳩山一郎内閣が日ソ共同宣言に調印した〔国交を回復した〕」「日ソ共同宣言で国交を回復した」は２点 

※「日ソ共同宣言が調印された」「1950年代に国交を回復した」は１点 

※日ソ中立条約，太平洋戦争のいずれかより以前の出来事（これらを示唆した表現も含む）として表記した場合は非加点 

 

 

 


